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論 文 内 容 要 旨
【背 景 】
ヒ トパルボウイルスB19感染症に伴う急性糸球体腎炎(HPBAGN)症例は近年報告数が増加
しているが,そ の特性は十分に明らかではない。我 々は過去4年間で10例のHPBAGN症例を
経験 した。そこでHPBAGNの臨床的 ・病理学的特性を分析する。
【方 法 】
1998年から2001年の間に当科を受診 したHPBAGN症例10例について臨床的 ・血液生化学的
検討 を し,う ち腎生検 を施行 した3例 については免疫染色 も含 め病理学的検討 を行 った。
HPBAGNの特性を明 らかにするため,罹病期間が同程度の溶血性連鎖球菌感染後急性糸球体腎
炎(PSAGN)腎生検症例5例 も同様検討 した。また臨床経過 と病理学的所見の関連を明 らかに
す るため,1996年か ら2003年の間に腎生検を施行 したびまん性増殖性ループス腎炎(DPLN)
の連続14症例 も比較検討 した。
【結 果 】
HPBAGN症 例10例 は全て女性 であった。発熱 ・倦怠感 にて発症 し,約1週 間で浮腫 ・紅斑 が
出現 した。関節痛 ・筋 肉痛 ・腹部症状 を伴 う症例 も認 めた。 肉眼的血尿 は認 めなか った。一方,
PSAGN症例 では5人 中3人 に肉眼的血尿 を認め た。紅斑 ・関節痛 ・腹部症状 は認 めなか った。
HPBAGN症 例 の血清 クレアチニ ン値 は全て正常,尿 所見 は比較 的軽微 な症例 を多 く認 めた。
3例に白血 球減少,4例 に抗核抗体陽性,9例 に低補体 血症,7人 に肝機能 障害 を認 めた。一 方,
PSAGN症例 では5例 中3例 で血清 ク レアチニ ン値 の上昇 を認 め,尿 中赤血球 ・尿蛋 白 とも高度
であ った。
病理学 的 には,HPBAGN症 例で は3例 とも管 内増殖 を認 めた。 しか し半月体形 成や壊死性病
変 は認 めなか った。一方,PSAGN症 例で は管 内増 殖 とともに5例 中4例 で半月体 形成や壊死性
病変 を伴 って いた。 管 内増 殖細胞の表現型 を免疫染 色 にて検討 した ところ,PSAGN症 例 では
Macrophage(PG-M1+)の増加 とともにNeutrophi1(NP57+)の顕著 な増殖 を認 め た。一方,
HPBAGN症 例 ではMacrophageが主体 の管内増殖 で あ り,Neutrophilは稀 であ った。
またDPLN症 例14例 を半月体形成の有無 で2群 に分 け,腎 生検 時 の尿 中赤血球 数,管 内増殖
Neutrophil数を比較検 討 した ところ,半 月体形 成 がな い4例 に比 し,半 月体 形成 が あ る9例 に
お いて有意 に尿 中赤血 球 および管 内増殖Neutrophi1を多 く認 めた。
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【考 察 】
小児科領 域 において ヒ トパルボ ウイル スB19感染 に関 して性 差 の報 告 はない。 しか し過去 に
報 告 されたHPBAGN腎 生検症例16例 と我 々の 腎生検 症例3例 を合わ せて検討 した ところ,圧
倒 的女性優位 の発症(男 性3人,女 性16人)を 認 めた。
肉眼 的血尿 を認め るPSAGN症 例の腎生検所 見で は,我 々の5症 例 の如 く半月体 形成 や壊 死
性 病変 を認 め るこ とが多い。 しか しHPBAGN症 例 は,PSAGN症 例 と同様著 明な管 内増殖 を
呈 す るが,尿 所見 はPSAGN症 例 よ り軽微で あ り,半 月 体形成 や壊死 性病変 を伴 う こともまれ
で あ る。 こ の相 違 に はPSAGN症 例 とHPBAGN症 例 と に認 め られ る管 内増 殖 細 胞 中 の
Neutrophi1数の度合いが寄与 して いると考 え られ る。
Neutrophilには強力なproteinaseが含 まれてお り,半 月体 形成性 糸球体腎炎 の半 月体 ・壊死
性 病 変 部 位 に多 く認 め られ る こ とが知 られ て い る。 糸 球 体 管 内 に増 加 したNeutrophilが
proteinaseにて糸球体系蹄 障害 を引 き起 こ し,そ の結 果高 度の尿所 見異 常 を来 た してい ると考
え られ る。
一 方 でMonocyteに含 まれ るproteinaseはNeutrophi1に比 して少 な く,組 織 障害度 も小 さ
い ことが知 られ ている。
以上 よ り,HPBAGN症 例 におけるNeutrophilの管 内増 殖の度 合 いがPSAGN症 例 よ り小 さ
い ことが,HPBAGN症 例 の臨床経過 ・尿所見を比較 的軽微 に して いる ことが示唆 された。我 々
のDPLN症 例 に関す る検討 において も,半 月体形 成 や壊死 性病変 を伴 い,尿 所見異 常が高度 な
症例 にお いて優位 にNeutrophilの管内増殖が認め られて お り,同 様 の結果が得 られ た。
【結 語 】
HPBAGN症 例 は女性優位で発症 し,そ の多 くが紅斑,白 血球 減少,抗 核抗 体陽性,低 補体血
症 を呈 す る。 管内細胞増殖 が高度であ るに もかか わ らずNeutrophi1の増殖が軽度 であ るがゆえ,
臨床経過 が比較的軽微であ ると考 え られ る。
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審 査 結 果 の 要 旨
ヒ トパ ルボ ウイル スB19感染症 に伴 う急性糸球体 腎炎(HPBAGN)症 例 は近年報告数 が増加
して い るが,そ の特性 は十分 に明 らかではない。 家入 は1998年か ら2001年の間に仙台社会 保険
病院 を受 診 したHPBAGN症 例10例 につ いて臨床 的 ・血液 生化学,及 び,病 理学 的検 討 を行 っ
た。そ の結 果,HPBAGN症 例 は女性 優位 で発症 し,そ の多 くが紅 斑,白 血球 減少,抗 核抗体 陽
性,低 補体血症 を呈 す る。組織学的には糸球体 にお いて管 内細胞増殖 が高度 で あるに もかかわ ら
ず,Neutrophi1の増殖 が軽度 であ り,こ れ が臨床経過 が比較 的軽 微であ ると考 え られ る。
この研 究 は学術 的 に も価値があ り,す でに腎臓領 域の一流誌 に掲載 され てい る。 よ って,本 論
文は博士(医 学)の 学位論文 と して合格 と認 める。
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